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結核化学療法に於ける ｢ヅベ)Vク タン｣併用の影響 (第1報)

前 川 暢 夫

回 陽 博 行

第 1章 緒 言

既に我々は,実験的前眼部結核症を対象として ｢結核の病巣反臆｣に関する研究を行払,各種各量の

外界よりの刺戟が家兎の前眼部結核病巣に及ぼす影響を生態のまま観察したが,其際侍所製旧 ｢ツベル

ク1)ン｣ (以下 ｢ツ｣と略記)の 1,000倍液0,1ccの量が家兎の家裁的前眼部結核病巣に於て我々の実

験僕件で病巣反臆を惹起する限界量である革を認めて之を報告した.

其後,此の僅に前眼部結核病巣を刺戟する程度の畳の旧 ｢ツ｣を SltreptOmyCin(以下S.M.と畦記)
及び PASに依る結核化学療法に併用する実験を行ったので茨に其成績の樽略を報告するO

文献によると Smith及び Vollum (1950)は結核性脳膜炎の治輝に当って S.M と ｢ツ｣を脊髄管

腔円に併用して艮効を認めた事を報告し,叉 Mazzini及び Bettega(1951)は S.M 及び PASに依

る結核患右の治療な行ひつつ短かい間隔で ｢ツ｣ 皮内反膝を反覆施行して,殊に S.M 治療群に於て

S.M と ｢ツ｣との間に Synergism の存在を想像せしめる如き臨床成績を得たと述べて居る.我々は

既に動物実験的に確認して居る S.M 及び PASの治療効果に対して ｢ツ｣の併用が如何なる影響を

及ぼすかを検討せんとして以下の如き観察を試み.たのである0

第 2章 実験方法及び材料

実験方法は略々Woods及び Bietti等の方法とLrlj碇で予め ｢ツ｣陰性なる事を確めた18姓の体重 2･Okg前後の健展

な家兎を選び毒力人型結核菌F株0.3111gを大腿皮 Fに感作接種 し,約3週後 ｢ツ｣陽性となった事を確かめた後に,

各動物の右眼前房和 び.A]じくF株 0･001mgを接種 し以後徐 :,･に形成される後限部帝核病魔を観座 して実験群を碗成

したo

此際,Steenken,Woods及び Bielti等が佐用 して屠る拍眼部結核性病査指数LJ{従ひ,凍なる針頭大の角膜滑濁及

び虹彩の不整等 より成る最小の病変を節_1度 とし,高度の潮蔓性角膜滑濁,壊死及び穿孔に至る第5度迄 5段階を区

別 し,通常の前鹿部検査 と経略燈検査を併用する親祭により各動物の共時:/<於ける病変番号を決定 し其の算術平均を

以て其群の病変指数として,可及的は各実験群が近似の病変指数値を取る如 く編成 して前屋内接種後 2週間 臼の終 り

か ら†台療実験を開始 した｡

｢ッ｣は博祈製旧 ｢ツ｣原液 より新LJ{作製 した 1･000倍液を使用し,実験中を通 じ遮光,氷室に保存 した｡実験群

の編成及び治療実験は次の如 く布ひ,SIM･及び PASの投輿量に裁ては主 として Biettiの実験成績及び前州及び植

入間等が先l,{轟き冥の前眼部椅核症を対象として行ったイヒ学療法実験の締鼎を参照 した｡

動 物 数 ノ 鰭 痴

≠欝 1 群 4 S.M.50mg毎 日皮下注射

算 2 群 4 -1)S.M.50Illg毎 日皮下注射
2)旧 ｢ツ｣1.,000倍液 0.1cc毎週2回皮下注射

鮮 3 離_ 4 FAS-打al.0g(10%10cc)毎 日皮 F注射

鮮 -4 群 4 1)PAS-Nal.Og毎 日皮下注射
2)旧■｢ツ｣1,000倍液 0.1cc毎週 2桓ー皮下注射
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本実験に伐井lLた旧 ｢､ソ｣の最は緒言にも述べた如 く家 兎の実験的前限部肺核:病巣に於て我 々が認めた病英反酵惹

起東であるが,此病巣に於げろ夜鷹は凡そ旧 ｢ツ｣皮下注射後48時間高とし72-96時間後には滑槌する革を認めて居

るので,旧 ｢､ツ｣による位かな刺 戟を絶えず前限部綜核病 鼠に輿-る意図の下に旧 ｢ツ｣の洗射回教を週 2回とした
のである｡

観察は通常の前限部検査 と封耶批降給夜法を併用 して比覇的詳細な所 見を持た｡叉体蚤は週 1回測定 した｡

第3章 章 駈 成 績

実験の結果を示すと,第 1表に示す如 く,実験家鬼の体重の経過に於ては対照群を除いて各治軒群の

問に著明な動揺を認めず,対照群に於て体重の減少が精々著明に認められる程度であるが,第 2表に示

す如 く前眼部結核性病変の経過に於てば第 2群及び第 4群に於て特に第 3遇以後に比較的急激な柄像

の悪化が第 1群及び第 3群に比べて観察されて居る｡

第 1表 実験家鬼体逓経過

､盲 4 0 1 2 3 4 5 6

節 1群 2.070 1.950 1.900 1ー910 1.800 1.860 1.900

仰 2 群 1.850 1.780 1.710 1.790 1.660 1.800 1.810

第 2表 家 兎捌 艮部勅変縫過 (病変指数平均値にて示す)

第 3表 各臨器に於げろ結核他車変

群 動物番号 肺 肝 腎 肝 i杯 巴 晩

第 1 群 1 (士~｢ (+)2 (-) (-) (-)(-) 冒 (- )(士 )

11相 打 ∈三 三 (士 )(- )

.節 2 芽洋 美 ∃ 冒(士 )

第 3群 (士)冒 (+ )冒
12 し士) (+) (-) (-) (- )

節 4群 13 l j=r (+) (士) ｢ - ) 冒(+ )

董喜 腺 ｣ ⊥ 副 耳 ド )(-)(+)

各治療群は何れ も対照群に比較すると班に第 2週の終 りに於て其の病像は停止性に傾き,治辞実験を終

了した第6週の終 りに於ては各治辞番 と対照群との差 は著明であるが,S.M を使用した第1及び第 2群
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と PASを使用した第'3及び 第 4群との間V_は,我 々の使用薬剤量では著明な差異を認めなかったo

従って張払て治療効果に順位を輿-るならば,第 1群,第 3群,第 2群,第 4群の順序かと思はれる程

度である0 倍,家兎に於ける実験前限部結核症の一般の経過に就ては既に報告したので萩には省略す

るo

治療開車台後第 6週の降 りに於で実験を打切 り,各動物を剖検観察したが,各円臓諸膝券の結核性病変

を宜線的に記録すれば第 3表の如 くで;各臓路を通じて対照群と治療群 との差は著明であるが各治療群

の間には殆妻差異を認めず,特に旧 ｢ツ｣を化学療津斉tJに併用した第 2群及び第 4群に於でも特別に他

の治療群と異る所見を得なかった｡

第 4章 小 括

我々は家兄の実験的前限部結核症を対象とし,S.M 及び PASを用仏で化学辞箆実験を行ひ之に旧

｢ツ｣を併用して其の治療効果に及ぼす影響を観察したのであるが,前眼部結核病巣の常接観察所見に

於で旧 ｢ツ｣の上述の投輿量では少 く共 S.M 及び PASの治療効果に好影響を輿-る事な く寧ろ悪

影響を及ぼす如き所見を得た. 叉剖検所見に依っても-隈に治療群に於で各臓券の結核性変化が非常

に寧微である他,旧 ｢ツ｣併用群に於て特に目立つ様な所見を認めなかったo

我々は本実験の成績を手がか りとして今後筒,旧 ｢ツ｣の使用量,使用方法,及び諸程抗結核剤との

量的組合せ等を検討しつつ更に実験を重ね度いと考-て居るO
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持 論

｢チビオン｣が,志保田のキル ヒナー培地での実験では杭結核菌作用が ｢パス｣,｢ストレプ トマイ
シ ン｣に比べ,1比較的弱いのに (第1表),臨床的に ｢パス｣の概ね 1/100と云ふ僅少な服用量で,或る

程度の効果をあげて居る事に就いては,種々の因子が考- られ ようが,私共は,｢チビオン｣が生体内
で何等かの変化をうけて,より強い効果を表はすのでは左いかとの想定のもとに攻の様な′ト実験を試み

た次第である｡


